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( Su3+) はその長がゆ80野生型DNAの7.6% に相当し、 ø80染色体の左端より 8.5%の位置に組み込ま
れている。欠失が生じると(Su3+) が完全に失れる。欠失にはファージのlntの機能が関与し、同一フ






















2 つのモデルが考えられる。即ち、同一分子上で、Su3+形質導入片の両端聞に組換えを生じ Su3+ が切
り出される場合(分子内組換え)と、相異る二分子間で組換えが生じ、一方に Su3+ を失ったファージ
他方では Su3+形質導入片を重複して持ったファージが生産される場合(分子間組換え)である。山口
君は密度ラベルの異なったDNAの密度勾配遠心法の分析と電子顕微鏡の観察から 2 つのモデルに従っ
た Su3+形質導入片の欠失現象がみられることを明らかにした。この論文は遺伝現象の基本的問題であ
る遺伝物質の組み換え機構の解明にとって重要な知見を与えたものであって理学博士の学位論文とし
て十分価値あると認める。
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